
ム・不ー
ー
ム
ラ

の
山
制
限
元
及
び
二
例
木
路
に
就
き
て
修
識
し
、
後

白
性
院
三
代
議
翁
巡
紛
に
従
ひ
、
元
品
開
三
年
こ
九
に

次
い
で
こ
の
寺
を
節
し
た
。
五
年
務
主
前
回
利
明
の

卒
し
た
時
そ
の
的
特
例
と
な
り
、
七
年
退
院
し
て
耳
間

山
の
可
限
師
胞
に
佐
L
、
後
に
野
水
庵
と
収
め
た
。
そ

の
例
制
配
を
岡
町
陛
と
糾
す
る
も
亦
是
に
図
る
。
腕
年
長

門
大
山
中
寺
の
法
泉
賂
に
移
。
、
は
保
一
一
年
五
且
廿
三

日
示
寂
し
た

o
m九
十
一
一
。
そ
の
若
に
洞
上
倒
組
M
d

m
-良俗
杭
叫
が
あ
る
。

ム
ネ
ウ
マ
ヤ
タ
ギ
ン

線
馬
筏
銀

鹿

島

宇
加
が

長
氏
の
閉
山
鎮
で
あ
っ
た
時
、
百
姓
そ
の
他
に
射
し
認

し
た
戸
別
殺
及
び
午
持
続
を
い
ふ
。
出
品
永
七
年
の
艇

に、
『
一
、
秘
尚
一
一一白二
十
八
間
門町村
〉
、
包
一
附
に
三

匁
づ
っ
、
此
役
鋭
六
百
八
十
四
匁
、
百
姓
棟
。
一

、

午
純
二
百
九
疋
、
但
一
疋
に
一
一
匁
，
つ
L
、
此
役
銀
四

百
十
八
匁
、
百
姓
午
応。
』
な
ど
ts

見
え
る
。

ム
ま
シ
ゲ
宗
重
加
賀
の
刀
工
。
加
州
際
島
{訴

訟
と
切
る
。
永
正
頃
。

ム
ネ
ス
ヱ
宗
末

珠
洲
郡
若
山
庄
に
邸
す
る
部

務
。
能
m
R
名
跡
宮
山
に
、
『宗
末
村
と
い
ふ
に
議
水
あ

り
。
揚
に
涌
か
し
用
ふ
れ
ば
、
諸
病
を
治
す
る
也
。

別
ち
行
法
の
作
の
脱
却
附
如
来
あ
り
。
』
と
あ
り
、
叉
村

名
陶
衆
替
に
は
、『
此
村
昔
年
間
右
衛
門
と
巾
百
姓
の

家
名
宗
米
と
巾
に
付
、
則
村
名
に
唱
巾
闘
巾
山
間
候
。
』

と
見
え
る
。

ム
ホ
s

ハ

ル

宗
春

切
る
。
永
正
問
明
。

宗
際

加
賀
の
万
工
。
加
州
宗
春
と

ロウ

ワメ

臥
京
都
凶
光
の
内
の

ム
-
一
ネ
ヒ
口

小
手
。ム

ネ
ヨ
シ
宗
吉

加
賀
の
万
工
。
加
州
中
出
佐

宗主同
作
之
明
郎
凶
年
と
切
っ
た
も
の
が
あ
る
。

ム
ラ
ア
キ
ハ
ル
村
明
春

逝
務
奥
右
衛
門
。
隼

人
一
段
の
穴
子
。
勝
四
百
石
を
受
け
、
部
治
二
年
間

番
と
な
り
、
冗
文
四
年
間
目
。
合
係
佐
一
郎
の
時
、
延

苧
=
一
年
幼
少
で

政
三
の
一
中
早
川
悦
し
て

弐
断
絶
し

た
。

っ
て
千
石
を
領
L
、
七
年
御
苑
、
点
字
四
年
間
担
。
子

孫
絡
に
靴
製
す
る
。

ム
ラ
カ
ミ
サ
エ
モ
ン

村
土
左
衛
門

初
め
て
前

川
利
家
に
仕

へ
て
二
百
依
を
領
し
た
。
子
治
兵
衛
の

時
氏
を
山
下
と
改
め
、
後
筒
村
上
に
復
し
糊
綴
r、。

ム
ラ
カ
Z
ノ
リ
hmダ

村
上
教
忠

沼
桝
助
右
衛

門
。
初
尚
一
苅

m。
到
永
十
年
前
凶
利
治
に
仕
へ
、
五

百
石
を
領
L
、
大
小
抑

・
御
使
番
よ
り
次
第
に
昇
悲

し
て
、
持
日
間山

・
抱
州
総
峨
凶
器
行
に
王
。
、
元
政

十
二
年
致
仕
し
て
附
休
と
蹴
L
、
自
氷
三
年
三
且
抗

日
裂
。
子
同
町
制
鐙
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ム
ラ
カ
ミ
ヨ
シ
ア
キ
村
上
義
明

↓
ム
一
フ
カ
ミ

ヨ
リ
カ
ツ
村
上
制
腕
。

ム
ラ
カ
Z
ヨ
リ
カ
ツ
村
上
顎
勝

沼
郡
次
郎
右

衛
門。

一大
正
八
年同情
凶
勝
家
の
時
怖
が
加
到
を
征
服

し
た
後
、
総
凶
信
長
は
制
服
札町
小
松
械
に
封
じ
た
。

十
一
日
ヰ
刑
制
柴
禿
音
は
勝
家
に
近
江
柳
ヶ相田
に
勝
っ
た

後
、
江
泊
・
能
袋
二
怖
を
新
た
に
時
前
北
庄
の
減
主

と
な
っ
た
丹
羽
投
禿
に
邸
せ
し
め
、
飢
勝
を
依
然
小

松
に
む
い
て
そ
の
典
力
た
ら
し
め
た
。
十
三
年
四
月

長
努
裂
し
、子
長
訟
は
越
前
及
び
加
到
の
江
泊
・能
美

二
仰
や
山除
か
れ
、
若
狭
法
政
側
八
凶
行
に
封
ぜ
ら
れ

た
が
、
倒
防
は
向
一位
領
に
在
。
、
間
入
且
佐
和
山
の

旧
制
努
放
が
丹
羽
氏
の
前
衡
を
得
て
北
庄
に
移
る
に
及

ん
で
、
そ
の
間
関
力
と
な
っ
た
。
次
い
で
努
政
は
小
凶

限
役
に
病
問
問
L
、
子
秀
治
嗣
ぎ
、
民
投
二
年
越
後
春

日
山
城
に
移
さ
る
与
や
、
制
勝
は
同
凶
本
庄
九
高
石

に
封
ぜ
ら
れ
た
。
服
腕
の
小
訟
に
在
る
こ
と
前
後
十

八
年
に
亙
っ
た
が
、
今
全
く
そ
の
政
鎖
を
傑
る
こ
と

を
得
ぬ
。
唯
畿
か
に
天
正
十
三
年
小
松
本
謡
寺
に
奥

へ
た
官
官
泌
欣
に
次
郎
右
衛
門
制
勝
と
端
し
、
十
九
年

能
祭
郡
u
k
m
村
に
奥
へ
た
線
地
帳
と
、
築
年
波
捕
に

奥
へ
て
米
殺
の
伶
入
を
銭
じ
た
命
令
と
に
は
、
共
に

ム
ラ
イ
シ
む
ら
石

石
川
部
熊
だ
の
山
地
か
ら

出
る
石
材
。
安
山
岩
慌
凝
荻
岩
で
、和
紅
色
石
器
に
、

都
背
色
叉
は
仰
級
色
料
献
の
総
山
間
石
核
物
伐
を
拠

じ
、
慣
脆
弱
で
あ
る
。

ム
ラ
オ
ヤ
ヂ

名

古

姓

税
政
の
時
、
部
百
姓
に

あ
ら
ざ
る
も
の
、
即
ち
自
己
所
有
の
土
地
に
自
作
す

る
百
姓
を
ム
一
フ
オ
ヤ
ヂ
と
い
う
た
。
そ
れ
に
名
百
姓

の
文
芋
を
則
ひ
る
の
は
、
名
川
所
有
す
る
ヰ
H

の
訟
で

も
あ
ら
う
か
。

ム
ラ
カ
ガ
Z
チ

ョ

ウ

村
鑑
帳

開山
政
の
尚
、
各

村
に
て
調
査
し
、
御門川
畑
お
に
提
出
し
た
帳
而
。
そ

の
討
の
草
一一日削
・定山地
・戸
数
・人
口・
午山内
・務
上
納
・村

方
入
用
・盗
物
等
を
犯
し
て
、
村
勢
h
k

明
ら
か
な
ら

し
め
た
も
の
で
あ
る
。

ム
ラ
カ
ツ
ユ
キ
村
一
之

逝

m四
郎
抗
郎
。
れ

は
菊
池
武
肢
の
末
子
で
、
村
山
山
右
衛
門
一
口
口
に
設
は

れ
た
も
の
。
肱
七
百
石
で
、
表
小
将
を
勤
め
て
ゐ
た

が
、
写
保
四
年
四
且
二
日
江
戸
邸
に
於
い
て
泊
番
の

時
自
殺
し
て
家
断
絶
し
た
。
苧
年
二
十
。

ム
ラ
カ
ツ
ヨ
シ
村
一
度

逝
群
保
λ
。
元
利
ご

年
初
め
て
別
問
利
判
的
に
仕
へ
て
四
千
.Z

引
を
領
し
、
足

純一聞
に
任
じ
、
W
H
永
四
年
間
目
。
子
孫
相
綴
い
で
し
怖
に

仕
へ
る
。

ム
ラ
カ

Z
イ
チ
ロ
Z

モ
ン
村
上
市
郎
右
衛
門

初
め
松
平
忠
民
に
邸
L
、
後
前
出
光
引
に
仕
へ
て
千

石
を
領
L
、
足
料
顕
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
鮪
統
は

凶
代
木
工
左
衛
門
彩
信
苧
保
十
二
年
自
殺
し
て
断
絶

し
た。ム

ラ
カ
ミ
コ
シ
チ
ロ
ウ
村
上
小
七
回

研
府
の

士
一
和
上
三
右
衛
門
の
郎
子
。
在
民
二
年
大
組
問削と
な

八
四
O

名
を
胤
防
守
制
勝
と
附
帯
す
る
を
見
る
の
み
で
あ
ろ。

元
利
二
年
松
平
忠
卸
が
配
統
せ
ら
れ
た
時
、
創
肪
も

亦
所
領
を
波
牧
せ
ら
れ
た
。
滞
紛
糾
に
之
を
諮
問
に

作
る
も
の
は
、
議
し
後
の
前
で
あ
ら
う
。

ム
ラ
キ
モ
イ
リ
村
肝
煎

ハ
一
)
村
肝
煎

の
刊

慣
l
税
政
の
尚

一
部
訴
の
H
K
E
、
部
古
川
内
の
人
取

・

川
副
作
間
帯
百
般
の
抗
日
引
安
統
べ
、
大
山
酬
は
之
そ
十
村
に

諜・
り
、
小川
引
は
調
断
単
行
し
た
。

そ
の
バ
敏
は
一

一和

一
人
を
山
口辺
と
す
る
が
、
二
三
人
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
る
。
天
正
十
一
年
十
二
月
出
品
部
黒
附
村
の
助
等

に
地
下
を
肝
煎
ら
し
め
る
と
見
え
る
の
が
初
で
あ
ら

う
。
叉
究
永
入
年
に
去
っ
て
は
十
村
政
・村
肝
煎
・日比

百
姓
と
別
ら
か
に
見
え
る
。
村
肝
熊
に
は
持
尚
一

一刻

以
上
で
、
人
物
語
良
な
者
が
巡
ば
九
一
、
肝附川
扶
持
米

は
そ
の
村
の
依
荷
か
ら
受
け
る
。
肝
煎
扶
持
米
を
一

時
給
米
と
も
い
う
た
が
、安
永
四
年
か
ら
館
街
し
た
。

村
肝
山
口
の
選
任
は
、
開制間
以
外
金
村
民
の
諮
見
に
よ

っ
て
巾
印刷し
、
改
作
繁
行
の
総
可
を
得
た
が
、
覧

-x

入
年
か
ら
間
的
の
同
な
に
よ
っ
て
巾
山
附加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

会
一
)
見
付
肝
煎

l
村
肝
煎
の
選
任
に
笛
り
、
間
的
が

問
認
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
組
の
十
村
が
定
め
て
巾
制

し
た
。
見
付
肝
煎
と
い
ふ
の
が
n
E
で
あ
る
。

会
一
〉
寄
肝
煎

l
小
村
に
し
て
泊
任
者
の
な
い
時
、
隣

村
の
肝
煎
に
粂
務
せ
し
め
る
。
之
を
得
肝
煎
と
い
う

た。〈
凶
)
余
曲
川
肝
煎
1
山
川
肝
煎
の
佼
務
に
し
て
一
時
に
止

る
も
の
を
い
ふ
。

(一
1
u
引
越
肝
煎
l
村
方
を
改
話
す
る
局
、
他
村
の
V
M

を
移
住
せ
し
め
て
肝
煎
の
職
務
を
執
ら
し
め
る
の
を

引
越
肝
限
と
い
ふ。

公
ハ
〉
肝
煎
詰
分
加
入
l
肝
附
ハ
の
後
任
決
定
ま
で
臨
時

に
之
を
命
じ
、
叉
は
一
村
山
惑
の
お
に
他
村
の
組
合


